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「第 11回あきたの教師力高度化フォーラム」の成果と今後 

―講演・シンポジウムについてー 

 

秋田大学教職大学院教職実践専攻 

学校マネジメントコース長 原 義彦 

 

 

講演では、志々田まなみ氏（国立教育政策研究所総括研究官）より、変わりゆく学校と地

域の 10年後を想像したとき、今こそ学校と地域が共通の目的を持って協働することの必要

性について、調査研究の成果、政策動向、学校の教育実践を織り交ぜながら、わかりやす

く、明快なお話をいただいた。 

シンポジウムでは、井上昌幸氏（栃木県立足利工業高校教頭）と佐藤潔氏（秋田県能代市

立二ツ井小学校長）からは、それぞれの学校での地域連携・協働の取り組みをお話いただく

とともに、地域との連携・協働を成り立たせている要因や学校経営の立場から地域との連携

・協働を推進するときの留意点などについて討議を行った。 

参加者からは、地域とともにある学校の政策や今後との見通し、栃木県の地域連携担当教

員の制度、具体的な地域連携・協働の活動のあり方など、これからの学校と地域の関係づく

りを考える上でたくさんのヒントをいただけたといった感想が寄せられた。将来を見据えた

学校と地域のあり方を考察する有意義な機会となった。 

なお、この講演とシンポジウムでは学内に参加会場を設けるとともに、講演等の様子はイ

ンターネット通信アプリ Zoomを用いてリモート参加者への配信も行われた。ハイブリッド

型での講演会等の実施は本大学院では初めての試みであった。特にトラブルはなく、計画通

りに実施することができた。今回の成果と課題を検討し、今後も想定されるハイブリッド型

による各種事業の実施に生かしていきたい。 



第 11回あきたの教師力高度化フォーラム 

 

◆期日 令和３年２月 19日㈮・20日㈯ 

◆会場 秋田大学教育文化学部３号館（60周年記念ホール、他） 

◆対象 会 場 参 加：秋田大学関係者及び招待者 

    ZOOM参加:全国の教職員、研究者、教育委員会指導主事・研修員、教員志望学生等

（ZOOM参加は 2日目のシンポジウムのみとなります） 

 

◆日程 〈１日目：２月 19日㈮〉 

9：15 開場・受付 

9：45 開会行事 

10：00 秋田県総合教育センターとの連携による発表 

    ・教職発展演習発表（学部生） 

    ・センター研修員の研究発表 

12：45 中間発表会（学部卒院生１年、現職教員院生） 

15：15 研究成果発表会①（学部卒院生２年） 

    〈２日目：２月 20日㈯〉 

9：30 開場・受付 

10：00 研究成果発表会②（学校マネジメントコース現職教員院生） 

13：00 講話「地域とともにある 21世紀型学校の創造」 

         〈講師〉国立教育政策研究所生涯学習政策研究部 

                    総括研究官 志々田 まなみ 

14：25 シンポジウム「地域とともにある 21世紀型学校の創造」 

         〈シンポジスト〉 

          栃木県立足利工業高等学校 教頭 井 上 昌 幸 

          能代市立二ツ井小学校   校長 佐 藤   潔 

         〈コメンテーター〉 

          国立教育政策研究所 総括研究官 志々田 まなみ 

         〈コーディネーター兼シンポジスト〉 

          秋田大学教職大学院    教授 原   義 彦 

15：40 閉会行事 

 

 

 

【主催】秋田大学教職大学院 

【共催】秋田大学教育文化学部附属教職高度化センター 

【後援】秋田県教育委員会／秋田市教育委員会 
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参考資料・文献
文部科学省webページ「学校と地域でつくる学びの未来」https://manabi-mirai.mext.go.jp/
露口健司『ソーシャル・キャピタルと教育:「つながり」づくりにおける学校の役割』2016,ミネルヴァ書房
ポール・タフ『私たちは子どもに何ができるのか――非認知能力を育み、格差に挑む』2017，英治出版
妹尾昌俊『「先生が忙しすぎる」をあきらめない―半径3mからの本気の学校改善 』2017，教育開発研究所
志水宏吉・若槻健『「つながり」を生かした学校づくり』2017，東洋館出版
天笠茂『新教育課程を創る学校経営戦略 カリキュラム・マネジメントの理論と実践 』2020，ぎょうせい
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地域と学校の連携・協働活動の推進
～栃木県の取組から～

栃木県立足利工業高等学校

教頭 井 上 昌 幸

第１１回あきたの教師力高度化フォーラム
令和３年２月２０日（土）

地域とともにある21世紀型学校の創造



Ⅰ．地域連携教員制度（栃木県）
の背景



地域連携教員制度の背景

（１）社会教育主事有資格教員の全校配置計画

（２）学校と地域の連携に関する取組

（３）市町村支援体制



社会教育主事講習への派遣

(1)社会教育主事有資格教員の全校配置計画

H26 ８４名
H27 ７８名
H28 ２１名
H29 １９名
H30
を継続派遣



(2)学校と地域の連携に関する取組

学社連携・融合の取組（平成８年）

ふれあい学習の推進（平成13年～）

平成１３年度に派遣社会教育主事制度を廃止。
派遣社会教育主事を教育事務所に引き上げ、新
たに「ふれあい学習課」を設置。

子どもたちを地域で育てる機運を醸成。
地域のキーマンづくり、組織づくりを推進。



(3)市町村支援体制

市町村教育委員会生涯学習課

【教育事務所】
（７事務所２６名の社会教育主事）
○計画策定支援 ○指導者養成
○情報提供 ○事業企画支援

【総合教育センター】
（７名の社会教育主事）
○研修○調査研究
○指導者養成○レファレンス

【生涯学習課】
（８名の社会教育主事）
○施策立案 ○プロジェクト運営
○情報提供

２５市町中１４市町に割愛社会教育主事※が在籍

※市町村が学校教員を社会教育主事として採用する。（市町村予算）



Ⅱ．地域連携教員制度
立ち上げのエビデンス（根拠）



栃木県総合教育センター調査（Ｈ２４）

(1)有資格教員の思い

【有資格教員の認識】



32.0%

43.7%

45.7%

47.8%

56.6%

69.5%

0% 20% 40% 60% 80%

地域や社会教育との連携の必要性を校内に伝達

校内の現職教育やPTA研修の企画・立案・運営

地域連携分野において教頭・副校長と一緒に活動

し補佐

学校支援ボランティア等の募集や連絡調整

地域に関する教育資源情報の収集・提供

学校と地域が連携した学習・交流活動の企画・立案

を支援

社会教育主事有資格者が果たす役割についての期待

（管理職への調査） 複数回答(ｎ=886)

栃木県総合教育センター調査（Ｈ２４）

【管理職の認識】

(2)管理職の思い



栃木県総合教育センター調査（Ｈ２４）

地域連携の補佐をしてくれる教員がいるとよいと思う
（管理職への調査）

100.0%

92.9%

90.5%

96.3%

94.6% 5.4%

3.7%

7.1%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政（ｎ=11)

高校･特別支援学校（ｎ=14)

中学校（ｎ=63)

小学校（ｎ=135)

全体（ｎ=223)

はい いいえ

(3)管理職の状況



有資格者が学校で活躍するために、整備すべき条件（３つまで選択）
(n=886)

26.5%

30.7%

43.6%

44.6%

51.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

社会教育主事有資格者の活動事例集や
ハンドブックを作成する

社会教育主事有資格者と地域の社会教育担当者の
懇談（交流）会等を組織する

社会教育主事有資格者を発令や任命を通じて
職務上の位置づけを明確にする

管理職をはじめとする、職員全体が生涯学習社会の
構築に関する意識を高める

生涯学習主任等、社会教育主事有資格者を生かす
校務分掌を整備する

(4)有資格教員の願い



○有資格者と管理職の思い

管理職 社教主事有資格者

して欲しい！ やりたい！一 致

「事業実施の必要性」
「事業実施に無理がない」
こと等のエビデンス！！





Ⅲ．地域連携教員制度（栃木県）



(1) 地域連携教員の役割

平成２６年度からスタート

栃木県内のすべての公立小学校・中学校・
高等学校・特別支援学校・義務教育学校に
設置されています。

地域連携教員の設置

15



学校と地域が連携した教育活
動を生涯学習の視点から効果
的・効率的に展開するため

設置の目的

16



子どもたちが学校だけでなく、将来
にわたって学び続けることができる

生きる力を身につける

生涯学習の視点

17



組織的、計画的、継続的に取り
組める。

地域連携教員がいることで

効果的・効率的

18

地域連携活動がスムーズに
展開される。



（１）学校と地域が連携した取組の総合調整に関すること

・地域連携に関する計画の作成及び見直し

・地域連携に関する校内研修の企画・運営 等

（２）学校と地域が連携した取組の連絡調整や情報収集に

関すること

・地域連携に関する情報収集・発信

・地域連携に関する活動の連絡調整 等

（３）学校と地域が連携した取組の充実に関すること

・地域連携に関する活動の実践

・地域連携に関する活動への支援

・計画や活動についての評価 等

地域連携教員の役割

19



20

計画作成・校内研修企画

プランナー（企画者）

コーディネーター（調整者）
外部との窓口・情報収集・発信

アドバイザー（助言者）

活動充実のための助言・計画や活動の評価



地域連携教員

総合教育センター 教育事務所

指
名

校 長

県・市町教育委員会

研修機会の
提供

情報提供・
研修

重
点
推
進

校
の
指
定

●地域連携
教員研修

●成果等の
調査研究

●学校個別
支援

●地域情報の
提供

●相談窓口
●ネットワーク
構築支援

(2) 地域連携教員の支援体制



Ⅳ．地域連携教員の現状



366 250 8 108 0 366

（有） 135 3 20 0 158

154 119 2 34 0 155

（有） 66 2 8 0 76

76 78 4 2 4 88

（有） 37 0 0 1 38

61 61 3 1 4 69

（有） 26 0 0 1 27

(3 ) 2 0 1 0 3

（有） 1 0 0 0 1

15 15 1 0 0 16

（有） 10 0 0 0 10

596 447 14 144 4 609

（有） 238 5 28 1 272

職名の割合
(n=609)

73 .4% 2.3% 23.6% 0.7%

有資格者の割合
（ｎ＝各職名の教員数）

53.2% 35.7% 19.4% 25.0% 44.7%

合　計 44.7%

県立高等学校
（全日・定時・通信制、付属中）

39 .1%

（県立付属中学校） 33.3%

県立特別支援学校
（分校は任意）

62.5%

小計
（人）

市町立小学校 43.2%

市町立中学校
（義務教育学校を含む）

49.0%

県立校 43.2%

地域連携教員の職名別人数
（下段は社会教育主事有資格者数）

有資格者

の割合
校種

校数
（校）

教諭 主幹教諭 教頭 その他

（１）指名の状況



（２）担っている業務



【総合調整】
①地域連携計画の作成



【総合調整】
②地域連携に関する校内研修



【総合調整】
②地域連携に関する校内研修



市貝町立市貝小学校作成資料

【総合調整】
②地域連携に関する校内研修



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より

【連絡調整】
①情報収集・発信



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より
（市貝小学校の事例）

【連絡調整】
①情報収集・発信



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より

【連絡調整】
①情報収集・発信



【連絡調整】
①情報収集・発信



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より

【連絡調整】
①情報収集・発信



地域連携教員の手引き
（栃木県教育委員会）より

【連絡調整】
②連絡調整



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より

【取組の充実】
①評価



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より

【取組の充実】
①評価



Ⅳ．設置の効果



（１） 地域連携教員の実感



（２）設置の効果

「栃木県の地域連携教員設置におけるその効果と課題」
平成28年度国立教育政策研究所社会教育実践研究センター実務研修生研究報告書



（２）設置の効果



（２）設置の効果



（２）設置の効果



設置の効果

「栃木県の地域連携教員設置におけるその効果と課題」
平成28年度国立教育政策研究所社会教育実践研究センター実務研修生研究報告書



（２）設置の効果

「栃木県の地域連携教員
設置におけるその効果と
課題」
平成28年度国立教育政策
研究所社会教育実践研究
センター実務研修生研究
報告書



（２）設置の効果

「栃木県の地域連携教員
設置におけるその効果と
課題」
平成28年度国立教育政策
研究所社会教育実践研究
センター実務研修生研究
報告書



設置の効果



Ⅴ．今後の課題



今後の課題

平成27年度「地域連携教員の実態に関する調査研究」報告書
栃木県総合教育センター（平成28年３月）



チーム体制の構築



コーディネーターの配置状況（栃木県）

栃木県総合教育センター調べ（Ｈ２８）



①コーディネーターの設置支援

平成27年度「地域連携教員の実態に関する調査研究」報告書
栃木県総合教育センター（平成28年３月）



Ⅵ．管理職のリーダーシップに
期待すること



学校と地域の連携の展開に必要な要素

①地域連携の意義の共有

②教員の成功体験

③管理職のリーダーシップ

④地域づくりを目指した展開

（学校を核とした地域づくり）



◇管理職のリーダーシップが必要なこと

（１）学校づくり（在り方）に関すること
①学校としての連携方針の表明
②「学力」の捉え方の表明

（２）連携活動の充実に関すること
①教育課程への地域の教育力の導入
②連携活動の充実

（３）連携・協働の方法に関すること
①連携会議の持ち方の工夫
②地域との連携・協働の視点



（１）学校づくり（在り方）に関すること

①学校としての地域連携方針の表明

（何のために、何を、どこまで実施するか）

→これが無いと教員が動かない

例） コミュニティ・スクールを目指す

教育目標に位置付ける

教科活動において連携する

特活等の領域において連携する

環境整備や見守り活動のみでの連携

密

疎

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



（１）学校づくり（在り方）に関すること

②「学力」の捉え方の表明

（学力の３要素をどう捉えるか！？）

→連携活動を何のために

どこまで実施するか

→学校づくりの基本姿勢を示す必要

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



学力： 「知識・技能」

「思考力・判断力・表現力」

「主体性・多様性・協働性」
体験的な学習 地域

系統的な学習 学校

学習の内容 場

カリキュラム・マネジメント

学校教育法３０条２項

生きる力： 「確かな学力」

「豊かな人間性」

「健康・体力」

生きる力の修得には、更に
地域の力が必要

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



◇管理職のリーダーシップが必要なこと

地域との連携・協働は必要ないと言えるのか！？



（２）連携活動の充実に関すること

①教育課程への地域の教育力の導入

→これが無いと教育課程の質が向上しない

例） 各教科・領域に地域の人材が関わる意義を明確にする

各教科・領域において地域人材の導入を検討する

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



市貝町立市貝小学校作成資料

地域の教育力を取り入れる意義を確認する



地域連携教員の手引き（栃木県教育委員会）より
（市貝小学校の事例）

地域の教育力を取り入れる場面を検討する



（２）連携活動の充実に関すること

②活動のための連携先の開拓

（発達の段階に応じた連携）

→子どもたちの成長を俯瞰する

例）PTA、自治会、商店会、公民館、関係団体、行政

企業、高等教育機関 等々

→子どもの時に体験すべき経験がある

→子どもが主体的に参加できる環境づくり

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



それぞれの発達の段階において、体験しておくべきこと
を体験しておくことが重要。

地域連携における目標や内容（目安）



発達の段階による地域の捉え方（目安）



（３）連携・協働の方法に関すること

①連携・協働を話し合う場の設定

・連携会議の持ち方の工夫

・まずは、既存の取組や会議の活用

→教員の負担感を減らすためにも

例） 学校支援センター、地域学校協働活動 等

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



（３）連携・協働の方法に関すること

②地域との連携・協働の視点

・既存の地域組織・活動の活用

→社会教育関係団体、社会教育行政等の活用

地域学校協働本部、地域コーディネーター 等

例） 公民館、図書館、博物館、子ども会育成会、自治会、

子育て支援グループ、ボランティアグループ 等

→地域には頼れる「ヒト」「モノ」「コト」があります

◇管理職のリーダーシップが必要なこと



Ⅶ．管理職として取り組んでい
ること



CM制作プロジェクト 概要
・生徒の自己表現力の向上（うまく→話せない、書けない・・・ ）
・生徒の自尊感情の向上 （褒められ不足、自分の価値が分からない・・・）

課題

・地域の方々との交流を通して、自分を表現する機会を得る。
・学校だけでなく、地域の中で活動し、地域の役に立つ経験をする。

方策

企業 商店 行政機関 学校
団体

協
力

足
利
市
教
育
委
員
会

・CM制作プロジェクト

・地域から依頼を受けてCMを作成
若
者
の
発
想

生
徒
の
隠
れ
た
才
能

ビデ
オ

団体のHP等の発信

ビデオ

学校HP等での発信

・どのような内容を求めているのかを生徒が取材
・生徒主体の撮影と編集による制作

制作では 生徒の表現力

・生徒の自己表現力の向上 ・生徒の自尊心の向上

・依頼主の店先やHP等での活用
・本校のHPで発信

作品では 生徒の達成感
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第１１回あきたの教師力高度化フォーラム
令和３年２月２０日（土）

栃木県立足利工業高等学校

教頭 井 上 昌 幸



令和３年２⽉2０⽇（⼟）
能代市⽴⼆ツ井⼩学校

佐藤 潔

第１１回 あきたの教師⼒⾼度化フォーラム



何ができるよう
になるか

学びに向かう⼒、⼈間性等

何を学ぶか
知識・技能

どのように学ぶか
思考⼒・判断⼒・表現⼒等

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという⽬標を共有し、
社会と連携・協働しながら、未来の創り⼿となるために必要な

資質・能⼒を育む「社会に開かれた教育課程」の実現

未来社会を切り拓くための資質・能力を育成

実施するために何が必要か

○ 学校の指導体制の充実 ○ 家庭・地域との連携・協働

（Ｈ28.12.21）学習指導要領改訂の方向性

３つの柱

アクティブ・ラーニングの視点

2



① 社会や世界の状況を幅広く視野に⼊れ、よりよい学校教育を
通じてよりよい社会を創るという⽬標を持ち、教育課程を介し
てその⽬標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく⼦供たちが、社会や世界に
向き合い関わり合い、⾃分の⼈⽣を切り拓いていくために求め
られる資質・能⼒とは何かを、教育課程において明確化し育ん
でいくこと。

③ 教育課程の実施に当たって、地域の⼈的・物的資源を活⽤し
たり、放課後や⼟曜⽇等を活⽤した社会教育との連携を図った
りし、学校教育を学校内に閉じずに、その⽬指すところを社会
と共有・連携しながら実現させること。

① 社会や世界の状況を幅広く視野に⼊れ、よりよい学校教育を
通じてよりよい社会を創るという⽬標を持ち、教育課程を介し
てその⽬標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく⼦供たちが、社会や世界に
向き合い関わり合い、⾃分の⼈⽣を切り拓いていくために求め
られる資質・能⼒とは何かを、教育課程において明確化し育ん
でいくこと。

③ 教育課程の実施に当たって、地域の⼈的・物的資源を活⽤し
たり、放課後や⼟曜⽇等を活⽤した社会教育との連携を図った
りし、学校教育を学校内に閉じずに、その⽬指すところを社会
と共有・連携しながら実現させること。

平成28年8月26日
中教審初等中等分科
会教育課程部会

これからの教育課程の理念

教育課程そのものを社会に開いていくことが重要

＜社会に開かれた教育課程＞

3



① 地域学校協働活動

② コミュニティ・スクール

③ 社会教育主事

「社会に開かれた教育課程」を実現するために必要な
体制づくり

4



能代市立二ツ井小学校
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コミュニティ・スクール



コミュニティ・スクールは、育てたい⼦供像、⽬指すべき教育のビジョンを保護者や地域と
共有し、⽬標の実現に向けてともに協働していく仕組み。

“地域とともにある学校づくり”の有効なツール

9
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地域学校協働活動



地域学校協働活動の推進に関する社会教育法の改正について

学校

連携・協働

地域学校協働活動

○放課後等の学習活動
放課後、⼟曜⽇、休⽇の
学習、スポーツ活動 等

○体験活動
社会奉仕体験活動、
⾃然体験活動、
職場体験活動 等

校⻑教職員
○協働活動
地域⼈材育成、郷⼟学習、
協働防災訓練、学習・
部活動等⽀援、花壇整備、
登下校の⾒回り 等

地域連携の
中核を担う
教職員

地域学校協働本部

【地域学校協働活動推進員（地域コーディネータ）の役割】

・地域学校協働活動の企画・立案
・学校や地域住民等の関係者との連絡・調整
・地域ボランティアの募集・確保
・学校や地域住民への情報提供・活動促進 等

地域学校協働活動推進員を中⼼とした
多様なメンバーで構成

地域学校協働本部の整備

教育委員会

○地域住⺠等と学校との連携協⼒体制の整備、
普及啓発活動等の措置を講じる。

○「地域学校協働活動推進員」を委嘱できる。

地域学校協働本部の構成員（イメージ）
・地域学校協働活動推進員 ・ＰＴＡ役員 ・公⺠館⻑
・⾃治会 ・商⼯会議所 ・⻘年団 ・婦⼈会 ・農業委員
・⺠⽣委員 ・社会福祉協議会 ・・まちづくり協議会
・⼤学等有識者・ＮＰＯ代表 等
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地域協働活動推進員



地域協働活動推進員との打ち合わせ



花の苗植え



書写学習



郷土の歴史学習



〈こんなにある指導補助が必要な場面〉

マル付け 音読を聞いてくれる 校外指導引率

ものづくり あさがお補助（種植え・支柱立て）

初めての給食 体力テスト 七夕かざり作り 図鑑調べ

町たんけん 野菜づくり スキー靴のはき方 九九を聞いてくれる

版画づくり補助 学級での発表会のお客さん モンシロチョウ幼虫発見

理科実験の補助・あとかた付け 電車やバス利用補助

かなづち・のこぎり インタビューの相手 針と糸の使い方補助

調理実習 ミシンの使い方 はじめての習字 その他たくさん

2011年初任者研修資料



家庭科ミシンの学習



理科の学習



九九はかせになろう



図書館環境整備



◇家庭科 保育実習支援（中学校）

①学校や子どもたちの課題解決

その他

◇学校祭 来校者の検温支援（中学校）

◇夏休みプール開放監視支援（小学校）

※要するに「なんでもあり」

②授業のねらいを達成するため



【地域の方々にとって】

学校と地域の「Ｗｉｎ＆Ｗｉｎの関係」

●課題

・まだまだ「学校の敷居」が高い

【先生方にとって】

・打ち合わせ時間の確保

・地域学校協働活動、社会に開かれた教育課程の周知不足

・情報漏洩が心配



◇音楽 拍手ボランティア（小・中学校）

新規開拓？ これまでのボランティア・団体の見直し

参考まで（これまでの事例）

◇体育 新体力テスト計測支援（小学校）

◇体育 新体力テスト応援ボランティア（小学校）

◇生徒指導 夜の繁華街パトロール（中学校）

できる人が できることを できるときに

◇全般 教材・教具製作（小・中学校）



① 社会や世界の状況を幅広く視野に⼊れ、よりよい学校教育を
通じてよりよい社会を創るという⽬標を持ち、教育課程を介し
てその⽬標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく⼦供たちが、社会や世界に
向き合い関わり合い、⾃分の⼈⽣を切り拓いていくために求め
られる資質・能⼒とは何かを、教育課程において明確化し育ん
でいくこと。

③ 教育課程の実施に当たって、地域の⼈的・物的資源を活⽤し
たり、放課後や⼟曜⽇等を活⽤した社会教育との連携を図った
りし、学校教育を学校内に閉じずに、その⽬指すところを社会
と共有・連携しながら実現させること。

① 社会や世界の状況を幅広く視野に⼊れ、よりよい学校教育を
通じてよりよい社会を創るという⽬標を持ち、教育課程を介し
てその⽬標を社会と共有していくこと。

② これからの社会を創り出していく⼦供たちが、社会や世界に
向き合い関わり合い、⾃分の⼈⽣を切り拓いていくために求め
られる資質・能⼒とは何かを、教育課程において明確化し育ん
でいくこと。

③ 教育課程の実施に当たって、地域の⼈的・物的資源を活⽤し
たり、放課後や⼟曜⽇等を活⽤した社会教育との連携を図った
りし、学校教育を学校内に閉じずに、その⽬指すところを社会
と共有・連携しながら実現させること。

平成28年8月26日
中教審初等中等分科
会教育課程部会

これからの教育課程の理念

教育課程そのものを社会に開いていくことが重要

＜社会に開かれた教育課程＞
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【地域ボランティアルームの設置】

「人のシャワー」を浴びさせる

〇今後の展望

・「ちょっとお願い」の関係

【少子化に対応して】（児童生徒数小：230名中：133名）

・子ども園から9年間、人間関係が固定

・思い切った組織改編（PTAの小中一本化）

・ＰＴＡとＣＳ、地域学校協働活動との連携



まちなか美術館



商店街応援ポスター



起業体験プロジェクト①



起業体験プロジェクト②



起業体験プロジェクト③



起業体験プロジェクト④



起業体験プロジェクト⑤



学習発表会 １年生 「２０年後のぼく、わたし」

持続可能な地域をめざして！！

ふるさとに学び ふるさとに元気を発信する学校




